
事業継続力強化計画に係る
支援メニューについて

中小企業基盤整備機構 北海道本部

令和5年9月



中小機構の支援体制

資本金：1兆2,098億円（2023年2月）

役職員：役員13名 職員783名（2023年4月）

主要拠点： 本部（東京）
地域本部、事務所（10ヶ所）
中小企業大学校（9校）

主務大臣：経済産業大臣（一部業務については財務大臣と共管）

本部所在地：東京都港区虎ノ門3-5-1 虎ノ門37森ビル

設立：平成16年7月（中小企業総合事業団、地域振興整備公団、産業基盤整備基金の三法人が統合）

根拠法：独立行政法人中小企業基盤整備機構法

目的：中小企業政策全般にわたる総合的な実施機関として、起業・創業期から成長期、成熟期に
いたるまで、企業の成長ステージに合わせた多様な支援施策を実施

名称：独立行政法人中小企業基盤整備機構（略称：中小機構）

代表者：理事長 豊永 厚志
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中小機構の特色等

中小機構は、『我が国で唯一の中小企業政策全般にわたる総合的な支援・実施機関』です。

【中小機構の支援ネットワーク】

中小機構では、地方自治体や地域の支援機関、他の政府系機関と連
携しながら、中小企業者の多岐にわたる課題解決や事業基盤の強化、
成長に向けた取り組みをサポートしています。

１．起業・創業期から成長期、成熟期に至るまで、
企業の成長ステージに合わせた幅広い支援メ
ニューを提供

２．中小企業向けに特化した経営支援のノウハウ
と、3,000名以上の専門家のネットワークによ
り、経営課題の解決を後押し

３．最新の支援情報や支援施策、経営ノウハウな
の情報を提供し、中小企業の経営者の課題解決
をサポート

４．全国組織ならではのネットワークを活かした、
高度・広域的な支援を実現

５．長年の支援実績で培った支援ノウハウを活か
して、地域の支援機関の支援機能の向上を支援

【中小機構の支援の特色】
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中小機構北海道本部の支援体制

・中小機構では、北海道地域における支援拠点として、札幌市内に「北海道本部」を、同じく中小企業の人材育成
を手掛ける研修機関として、旭川市内に「中小企業大学校旭川校」を設置し、各種支援活動を展開しています。
・上記以外にも、北見市、釧路市、函館市にサテライトオフィスを設置。北海道本部等と一体となり、各地域におい
て、施策の浸透のための活動を行っています。

北海道本部
（札幌市）

中小企業大学校旭川校
（旭川市）

北見オフィス

釧路オフィス

函館オフィス
函館市若松町7番15号 函館商工会議所ビル2階
電話番号 0138-24-6600 （代表）

北見市北3条東1-2 北見経済センター2階
電話番号 0157-57-5677

釧路市大町1丁目1番1号 道東経済センタービル5階
電話番号 0154-68-4866

中小企業基盤整備機構北海道本部
札幌市中央区北2条西1丁目1番地7

ORE札幌ビル6階
電話番号 011-210-7470 （代表）

中小企業大学校旭川校
旭川市緑が丘東3条2-2-1
電話番号 0166-65-1200
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中小機構の主な支援メニュー

地域ベンチャー創業支援

インキュベーション事業

アクセラレーション
（FASTAR）

Japan Venture Awards

起業・創業期

海外展開支援

販路開拓支援
（マッチング、ｅコマース）

J-GoodTech（ｼﾞｪｸﾞﾃｯｸ）

成長期

事業承継・事業引継ぎ

経営改善・事業再生

成熟期

経営相談／ハンズオン支援（専門家派遣）／人材育成／資金提供（ファンド出資）

共済制度／強靱化支援（事業継続力強化支援）／情報提供

ステージ共通

中小機構では、中小企業の成長ステージに応じた多様な支援メニューを用意

し、中小企業の成長を一貫してサポートしています。
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強靭化ホームページ

強靭化ホームページのご紹介 https://kyoujinnka.smrj.go.jp/

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/


従来のBCPよりも
簡単

（簡易版BCP）

「防災・減災」に
焦点を当て、
取り組みやすい

策定の手引きを
見て自分で書ける

※中小企業庁
「事業継続力強化計画」
https://www.chusho.meti.go.jp/kei
ei/antei/bousai/keizokuryoku.htm

訓練・教育や見直し
を通じて

実践的な内容にする

計画は２種類
「単独型」
「連携型」

連携によって
さらに効果的な
対策を立てられる

従来のBCPよりも簡易で、効果的な計画を作りやすい
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事業継続力強化計画の特長

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/antei/bousai/keizokuryoku.htm
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事業継続力強化計画：事業継続計画（BCP）との比較

本格的なBCP
の一歩手前



8

専門家マンツーマン無料支援

専門家マンツーマン無料支援 https://kyoujinnka.smrj.go.jp/handsonr5/

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/handsonr5/
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申請用計画作成補助ツール

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/guidance/application.html

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/guidance/application.html
https://kyoujinnka.smrj.go.jp/guidance/application.html
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支援プロセス

北海道本部では道内各地に連携事業継続力強化計画の策定支
援を行う専門家を無料で派遣します。

準備

連携内容の
検討

計画の
作成

• 計画の意義・認定制度の理解促進
• 連携体の組成
• （単独計画の策定支援）

• 想定するハザードと各社の対応状況の確認
• ハザード発生時の各社の連携内容の調整

• 計画書の作成支援
• 連携各社の合意形成
• 連携計画の申請支援

策定支援のプロセス（例）
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Ⅰ：金融支援

① 日本政策金融公庫による低利融資
② 中小企業信用保険法の特例
③ 中小企業投資育成株式会社の特例
④ 日本政策金融公庫による

スタンドバイ・クレジット

＊認定申請前に関係機関に相談

Ⅱ：中小企業防災・減災投資促進税制

① 中小企業防災・減災投資促進税制による
特別償却

＊認定申請前に税理士または税務署等に相談

Ⅲ：補助金の加点措置 （一部、必須要件あり）

① ものづくり補助金等 優先採択のための
加点措置

認定によるインセンティブ（メリット）

Ⅳ：連携企業や地方自治体からの支援措置

① 損害保険会社における保険料割引
② 全日本火災共済協同組合連合会による

共済掛け金の割引

Ⅴ：中小企業庁HPへの掲載

① 単独型、連携型認定事業者の
中小企業庁HPへの掲載

Ⅵ：認定ロゴマークの使用

① 単独型、連携型認定事業者による
ロゴマークの無償利用
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認定による補助金インセンティブと必須要件

補助金事業名 措置概要

ものづくり補助金 加点

事業再構築補助金（サプライチェーン型強靱化枠） 加点

IT導入補助金（セキュリティ対策推進枠） 加点

事業承継・引継ぎ補助金
（経営革新事業・専門家活用事業）

加点

地方公共団体による小規模事業者支援推進事業費
補助金（災害活用）

必須要件
（補助金申請
の際に必須）

グループ補助金/なりわい再建支援補助金
必須要件
（補助金申請
の際に必須）
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⚫ 2018年9月6日に発生した北海道胆振東部地震では、全道停電を経験。同社は2日ほどで電源
が復活したものの、5日も停電した地区があったこと、電気はもとより重油の供給が止まったこと
等を受け、自然災害による二次災害の可能性を痛感。そこで、事業継続力強化の取組を本格化。

⚫ 取組を進めるにあたり、「雇用している障がい者への災害時の配慮」「遠隔地の同業者との業務提
携」を重点対策と位置づけ、まずは自社のみの計画を策定。

⚫ その後、災害時にもサプライチェーンとしての役割を果たすため、同時被災の確率が低そうな同
業3社による連携計画に発展させた。

(株)きむらクリーニング【新ひだか町】 ～「連携事業継続力強化計画」認定事例～

重点対策 主な対策や変化 防災や減災効果・経済効果

雇用している障がい
者への災害時の配慮

・起こりうる被害想定を、あらためて確認
した。

・災害時にも、障がい者が安心して働ける
職場環境を整えている。

・ハザードマップで、自社の立地している地区の被害想定
や工場設備の耐震状況、連絡網などを定期的に確認する
ようになった。

・災害時の混乱を防ぐために、障がいのある従業員を含め、
緊急時の指揮系統や手順を決めておくことができた。

遠隔地の同業者との
業務提携

・同時に被災する可能性の少ない、同業3社
で相互補完的な協力関係を結んだ。

・災害時には3社で協力して人員補助や代替生産を行うな
ど、早期復旧への具体的な取組案が作れた。

①
②

③

①(株)きむらクリーニング【新ひだか町】
②(有)スタークリーニング【苫小牧市】
③ヤスダリネンサプライ(株)【大樹町】

提携各社の所在地

【連携事業継続力強化計画】（2021年1月14日付認定）
（代表者の概要）
(株)きむらクリーニング＜洗濯業＞
代表取締役社長 木村 孝 氏
日高郡新ひだか町静内神森261-2
従業員数98名（認定申請時）、1964年9月1日設立

※本事例は次の「中小企業強靱化支援」HPに掲載
https://kyoujinnka.smrj.go.jp/case/01/

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/case/01/


② 御社の連携希望をお伺いします。

事業者連携
マッチング

連携ジギョケイ認定により、連携各社は、 金融支

援措置、 税制措置、補助金の加点措置など、

各種支援策をご利用できます。

また、 連携企業体による平時のさまざまな連携も

期待できます。

① 御社の基本情報、 連携希望をもとに中小機
構で連携先候補を探し、 アプローチします。

② 連携先候補の事業者の同意を得て、 御社と
候補事業者をお引き合わせします。

③ 御社と連携候補事業者の面談後、 両社で
連携の同意が得られましたら、 中小機構の
専門家が無料で連携ジギョケイの策定の支援
をさせていただきます。

① 御社の基本情報を登録していただきます。

まずはお近くの中小機構地域本部に

お気軽にお問合せください

① 御社と連携先のジギョケイの策定をご支援しま

す。

② 策定中のお悩み、 ご心配ごとを専門家にご相

談ください。

③ 計画の策定から申請まで、 トータルでサポート

いたします。

御社：連携ジギョケイに取り組みたいの

ですが、連携先が見つかりません。ジェグ

テックというマッチングの仕組みがあると聞き

ました。

中小機構：はい。ジェグテックで御社の

連携先を探して、ご提案させていただ

きます。登録など必要になりますが、無

料でご利用いただけます。

中小機構：事業者さんの希望にかな

う連携先は、A社とB社とC社がよさそう

だけど、A社が一番合いそうだ。

中小機構：御社とA社の連携により、両

社の事業の強靱化が図れるようご支援し

ます。

御社：A社さん、中小機構の専門家の支援

を受けながら、ご一緒に連携ジギョケイの策

定しましょう！

連携先A社：はい。

よろしくお願いします！

連携先が

見つからない！

支援を受けら

れないかな？

連携先が見つからない事業者さんも

大丈夫！

J-GoodTech（ジェグテック）
で

連携先が見つかります！

（参考）中小機構の連携先マッチング支援

フェーズ１
中小機構へ申し込み

フェーズ２
連携先の検討・お引

き合わせ

フェーズ３
計画策定のご支援

フェーズ４
計画の認定

ジ
ェ
グ
テ
ッ
ク
の
お
申
込
み
か
ら
ご
支
援
・
計
画
認
定
ま
で
の
流

れ
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1. 中小機構では、ホームページで事業継続力強化計画の策定に
かかる様々な情報を発信しています。

2. 専門家を派遣して（オンラインまたはリアル）計画策定をご支
援します。

3. オンラインのセミナーもありますので、ぜひご参加ください。

まとめ

◼ 簡単に作れて効果の高い事業継続力強化計画（ジギョケイ）で、自然災害や

感染症、サイバー攻撃の脅威に備えましょう。

◼ １社だけでは対処しきれない事態に対応する取り組みとして「連携型」の計画

策定をお勧めしています。中小機構では、連携事業継続力強化計画の策定に

向けた支援を実施しています。
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お問い合わせ先

ご清聴ありがとうございました。

本事業に関するお問い合わせは、
中小機構北海道本部 地域・連携支援部までお問い合
わせください。

TEL : 011-210-74７３



対 象 金融機関職員・経営指導員・税理士・中小企業診断士・自治体職員
など、中小企業・小規模事業者を支援する方であればご参加いただけます！

ジギョケイセミナー運営事務局
TEL：0120-085516

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/web-seminar/
受付時間：平日9:30～17:30（11:45～12:45を除く）

E-MAIL：jigyokei@kidscorp.co.jp

本事業は、独立行政法人中小企業基盤整備機構が主催し、株式会社キッズインテグレーションに運営業務を委託しています。

お
申
込
み
は
こ
ち
ら

お問い合わせ

お申込みはこちら

自然災害や感染症、サイバー攻撃など予期せぬ事態から、企業の大切なもの
を守るため、「ジギョケイ（事業継続力強化計画）」の策定は欠かせません。支
援先に、いざという時の備えのアドバイスができていますか？どのようなアド
バイスをすべきか分からないという方を対象に、災害対策の入門編である
「事業継続力強化計画」セミナーを開催します。

いざという時に
大切なものを守れますか？

2023.9月～12月 開催分のご案内

支援者向け

“BCPはじめの一歩”
のご案内ジギョケイセミナー

事業継続力強化計画

9.19 / 10.17 / 11.21 / 12.19

ご支援先企業に対する助言力、提案力を拡げる、防災・減災対
策の必要性や計画策定のポイントを修得することができます。

ご支援先企業に関して経営上の選択肢を拡げる、ジギョケ
イの認定メリットを修得することができます。

毎月
自然災害はいつ起こるかわかりません。早めの着手と迅速な計画作成が重要です。

参加メリット 1 参加メリット 2

オンライン開催

※各回同一内容です。
10:00-11:00

参加無料

第3火曜日



お役立ちツール

支援メニューの紹介

国土交通省

https://www.j-shis.bosai.go.jp/ https://disaportal.gsi.go.jp/

事業継続力強化計画（ジギョケイ）に関するノウハウや事例
紹介、コラム、支援ツール、計画の作り方から申請方法まで
あらゆる情報を掲載していますので、是非ご活用ください。

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/

ジギョケイポータルサイト
連携相手が見つからない場合、J-GoodTechを使って連携
相手を探すことができます。支援先が連携相手に困ってい
たら是非ご活用ください。

https://jgoodtech.smrj.go.jp/

ジェグテック

ハザードマップポータルサイト地震ハザードステーション
防災科学技術研究所

こちらの二次元バーコードを読み取り、WEBフォームからお申し込みください。

お
申
込
み
は
こ
ち
ら

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/web-seminar/

まずはお気軽にジギョケイオンラインセミナーにご参加ください

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/antei/bousai/keizokuryoku.htm#tebiki

ジギョケイ

※メリットの詳しい活用方法等については、中小企業庁のHP掲載の「事業
継続力強化計画認定制度の概要」をご確認ください。

事業継続力強化計画
認定メリット

補助金の加点
措置が受けら
れます！

防災・減災設
備への税制措
置が受けられ
ます！

低利融資や信
用保証枠の拡
大などが受け
られます！

認定ロゴマー
クをHPや名刺
などでアピール
できます！

県・市等からの
補助金等の支援
が受けられる場
合があります。



ジギョケイセミナー運営事務局
TEL：0120-085516

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/web-seminar/
受付時間：平日9:30～17:30（11:45～12:45を除く）

E-MAIL：jigyokei@kidscorp.co.jp

本事業は、独立行政法人中小企業基盤整備機構が主催し、株式会社キッズインテグレーションに運営業務を委託しています。

お
申
込
み
は
こ
ち
ら

お問い合わせ

お申込みはこちら

対 象 中小企業経営者・管理職

自然災害や感染症、サイバー攻撃など予期せぬ事態から、企業の大切
なものを守るため、「ジギョケイ（事業継続力強化計画）」の策定は欠か
せません。ジギョケイ（事業継続力強化計画）はBCP（事業継続計画）の
はじめの一歩として、比較的簡単に作成することができます。

いざという時に
大切なものを守れますか？

2023.9月～12月 開催分のご案内

事業者向け

ジギョケイセミナー
“BCPはじめの一歩”

事業継続力強化計画
のご案内

9.14 / 10.12 / 11.9 / 12.14
9.28 / 10.26 / 11.23 / 12.28

ジギョケイを初めて知った方でも大丈夫！専門家がわかりやすく説明します。
大切なものを守るために、少しでも関心を持たれた方はお気軽にご参加ください。

10:00-11:00

10:00-12:00毎月
※各回同一内容です。

ジギョケイ（事業継続力強化計画）セミナーオンライン開催

※策定の手引きの
　解説付き

※11.23は祝日ですが実施いたします。

参加無料

第2木曜日
第4木曜日



https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/antei/bousai/
keizokuryoku.htm#tebiki

ジギョケイ
とは？

明日起きるかもしれない自然災害や感染症、サイバー攻撃に備えましょう！

※メリットの詳しい活用方法等については、中小企業庁のHP掲載の
「事業継続力強化計画認定制度の概要」をご確認ください。

自然災害や感染症、サイバー攻撃などに備え、「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」の視点から対策を検討することが欠かせません。
事業継続力強化計画を策定すると、この4つの視点から被害の軽減策を簡単に検討できます！

感染症火災水害 サイバー攻撃地震

こちらの二次元バーコードを読み取り、WEBフォームからお申し込みください。

お
申
込
み
は
こ
ち
ら

https://kyoujinnka.smrj.go.jp/web-seminar/

まずはお気軽にジギョケイオンラインセミナーにご参加ください

ジギョケイ認定メリット

補助金の加点
措置が受けら
れます！

防災・減災設
備への税制措
置が受けられ
ます！

低利融資や信
用保証枠の拡
大などが受け
られます！

認定ロゴマー
クをHPや名刺
などでアピール
できます！

県・市等からの
補助金等の支援
が受けられる場
合があります。

事業継続力強化計画


